
2024年2月21日 日本農業新聞一面記事

土
壌
診
断
分
析
点
数
が
増
え
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
！

た
だ
し
、

支
援
金
目
的
の
土
壌
診
断
分
析
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
！

昨
年
、
全
国
で
「
み
ど
り
く
ん
」
バ
カ
売
れ
し
た
！



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(1)

★ リン酸157mg/100gのネギ畑

○ リン酸施用量を10kg/10aに削減。

○ 馬糞堆肥2.3t/10aを基肥として。

× 過リン酸石灰を20kg/10a施用。

○ Ｖ型肥料や硫安の施用。

★ 上記の施肥で、リン酸が2mg/100g
減った。

★ 解 説

☆ リン酸157mg/100gのネギ畑では、リン酸施用は不要。

☆ 土壌診断分析で、リン酸2mg/100gは誤差の範囲内。



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(2)

★ カリが欠乏する小麦・大豆畑

○ 石灰・苦土施用で塩基バランス改善。

★ 牛糞堆肥2t/10a施用

○ 牛糞堆肥2t/10aは適正な施用量。

× 牛糞堆肥で保肥力を向上。

× 牛糞堆肥で腐植を供給。

★ 解 説

☆ 農地へ堆肥を施用しても、腐植は増えない。
堆肥の施用目的は、土壌生物に「えさ」を供給して、腐植を減らさないため。

☆ 堆肥施用による顕著な保肥力改善は期待できない。



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(3)

★ 区画整理後の低肥沃度タマネギ畑
pH 4.7、リン酸 1mg/100g
CEC 11.2meq/100g (有機JAS栽培)

○ 熔リンとかき殻石灰で酸性改良。

★ 牛糞堆肥を6t/10a施用
pH 6.3、リン酸 19mg/100g
CEC 22.1meq/100g

△ 6t/10a、当分は可。

× 牛糞堆肥6t/10a＋熔リン施用で、
リン酸 1→19mg/100gは？。

× 牛糞堆肥6t/10aで、
CEC 11.2→22.1meq/100gは？。

★ 解 説
☆ 低肥沃度畑では、大量の石灰・リン酸資材、堆肥の施用で一気に土壌改良

を図ることが原則。ただし、2年目以降は土壌診断分析結果に基づいて施用量
を調整することが不可欠。

☆ 堆肥施用による顕著な保肥力改善は期待できない。



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(4)

★ 黒ボク土と粘土質土の水田
黒ボク土：リン酸 15mg/100g
粘土質土：リン酸 45mg/100g

★ 食 味：粘土質土＞黒ぼく土
☆ 対策：黒ぼく土水田にリン酸多施

★ 水持ち：粘土質土＞黒ぼく土
☆ 対策：黒ボク土水田作土を細砕

★ 食味のばらつきが抑制された。

★ 解 説
☆ 水田は、畑地よりリン酸が効きやすい。

岩手県の減肥基準：6～30mg/100gではリン酸標準施用。

☆ 食味改善は、リン酸多施ではなく、おそらく土壌物理的改善であろう。



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(5)

★ JA十和田おいらせの土壌診断を紹介。

★ 堆肥の過剰施用でリン酸・カリ蓄積
☆ 1990年：土壌診断室開設
☆ 1998年：リン酸平均 103mg/100g
☆ 2023年：リン酸平均 74mg/100g

★ JAとぴあ浜松の土壌診断室を紹介。

★ JAふくしま未来：2025年2月に
新規土壌診断室立ち上げる。

★ 解 説
☆ 何れのJAも全国土の会の土壌診断システムによる分析法

☆ JAとぴあ浜松と JAふくしま未来は、全国土の会支部の事務局。



日本農業新聞特集記事から読み解く、「土づくり」(6)

★ 区画整理後の低肥沃度タマネギ畑
pH 4.7、リン酸 1mg/100g
CEC 11.2meq/100g (有機JAS栽培)

○ 熔リンとかき殻石灰で酸性改良。

★ 牛糞堆肥を6t/10a施用
pH 6.3、リン酸 19mg/100g
CEC 22.1meq/100g

△ 6t/10a、当分は可。

× 牛糞堆肥6t/10a＋熔リン施用で、
リン酸 1→19mg/100gは？。

× 牛糞堆肥6t/10aで、
CEC 11.2→22.1meq/100gは？。

★ 解 説
☆ 低肥沃度畑では、大量の石灰・リン酸資材、堆肥の施用で一気に土壌改良

を図ることが原則。ただし、2年目以降は土壌診断分析結果に基づいて施用量
を調整することが不可欠。

☆ 堆肥施用による顕著な保肥力改善は期待できない。


